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　最近美容的な皮膚疾患を訴えての憩渚が薯しく

増撫して，その切なる悩みにも掬らす，一般にそ

の本国の煩わしさと，その効渠の頼りなさとに肉

っているのが，親状である。

　この様な疾患の一一つがそばかづ一である。そばか

す．とは云うまでもなく俗語で，一・般に俗語の通性

として，違つ旋疾患でも一見同様の症状を示すも

のを営めて呼ぶことが多い。したがって肝斑で

も，色素性母斑でも，黒癒でも点状の色素斑とし

て多発すれば俗にそばかすと呼んでいる。

　しかし，ここには一応確箏ミに雀巧β斑と認められ

る盤例だけを：対象にしよう。

　なお，雀卵斑は成因から考えて勿論根治するこ

との1薫1難なものであるから，表題も治療の言葉を

避け，単に処置として患者に満足を与えることの

出来るまでの医学的な処置について述べるのであ

る。

　　症　　例

　使用した症例214例のうち分けは，年令的にみ

て15才から48才までの女性であって，15才～20才

42例，21オ～25オ82例，26オ～30才，37例，3コォ

～35才34例，36才～40才9例，4ユ才～45才8例，

46オー＞2例，計214例を対象としたのである。

　　成　　因

　　そばかすを処置するに獣，まずその成因を考えねば

　ならない。雀卵斑が遣伝的素因に基V・て発生すること

獄，Arnillg，　Sie！nells，　Meirowsky，遠山教授，大森

博士，伊藤教授，其他の諺銭にも明かであって，愁に

β予藤教授ほ多困子遣伝説を唱えている。

　私の場合も確実に調べた67例rl：i58例（87％）に遺伝

　的関係を認め，9例（13％）ば詳かでなかったが，総

　じて遺伝的関係の濃厚なものと考えてよいのである。

郎

　この遺伝的な素質に基いて，melanin色素が雨湿

内に増加するのであるが，この場合の色素形威ぽ勿露命

健常の場合のそれと同一の過程で行われ，所謂樹枝状

色素丑珍111～郵田II包　（lnelallodelldrocyte）　び♪うちじ二；起るの

である。したがって，紫外線，温縫の変化などによっ

て促進せられ，反対にビタミンC，SH墓，メチオニ

ンなどで直接に抑制さオしると考えられる。

　なお，Fitzpatrick，　Lerllerξ享昌ミThiouraci1，　Hyd－

roquino践　　n30110bellzylether　しこも　：nelanin形彦隻匹旺1L

作用があみと述べている。

　そのほか，一毅に脳下垂体に由来ナる色幾形成促進

・欝レモンの存在や二二作用も色素晩・形成にぽ雛煽筋

ると想像している。

　また，従来から雀卵斑5＝紅毛金髪の白色人種に多い

と云われているが，本邦入でも勝謂色白と呼ばれてい

る論詰の所有者に比較約多く認められるのぽ私の場合

にも云うことができる。

　その他，一般に混血児に発生し易いということも古

くから欧米の：文献にみえでいるが，私の症例にぽその

例がない。

　しかし，i灘｝｝魚を材料とした笑｝険でぽ赤色のmOO員

一fish　（Platypoecilus　n｝acu王atus　immaculatus）　ぴ）身雛

とSword－tai1（Xiphophortls　helleri）の雄との交媒

種にぽ赤色の休に黒色点状の色素斑を多数に有するも

のができる。殊に色素斑のあるものほ皮膚面に多少隆

起し，尾鰭に群生すると尾鰭の断切を起すことがあ

る。組織学的にほ一種のmei狐Omと想われるカ＝，悪

性化するものをみなかつゴこ。この笑験の交媒種で1よ雀

卵斑というよりも寧ろ色素性乾皮症の色素斑を想わせ

るかも知れない。

　ともかく，交渉種（或ぽ混血児）に於て【さ；一般に暗

調色が淡調に対して側生であると考えられで（反対

説，螺耐欄型を1囑える説もあるが）いるので混血児

に雀卵斑の多いのも一応ぱ説明できるのである。

　さて，雀卵斑が還伝的発生素質0）上に，鵡こH光が
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癒要な誘薩となっていることば紫外線クン強い夏に増慈

　し，夏｝ll斑の別省のあることで明瞭で，古ミかe・の替

い織わしじ今［1［もン∵お蝋論［劃1慰めらわ議：い、｝

　1＝＼て紫外線；7イ1；鋸を1霞要栂ダるノ～＝1㍉ば，紫外縁に

対する感斐性という1ことが問題にたる。しかし，患者

尿rilの1｛aema七〇PorPhylinや　Urobllinogellのii勝1チk

　率ほ肝斑の場合｛二比較すると低率で，とり：立て＼云

　う程のこともない，，

　　色一斑
　雀卵斑も詳細に観察づ価ると，発疹の型と分布部

位とによって，発疹型を雀卵斑型（E型），母斑

型（N型），黒二型（L型、，混合型（M型）に，

また分布品位をA，B，　C，　Dに分類することが

1・ll来て処慨の効果に関係がある。

　即ち，雀卵斑型の色素斑は割合に褐色調強く，

表在性で，四角乃至多角型の演線的の小片λであ

る。母斑型は色調は比較的薄く，稽・々大きく，ほ

ぼ円型である。黒癒塑は色調1コ＝黒色に近く，円い

小門で，深在性であるQ混合暫！！は勿論轡型の混在

したものである。

　斜4症例靴分．類してみると

E型
：N型

L塑

M型

G4｛列　　　　3096　　（29．9タ6）

76｛列　　　　35％　　（35．5％）

16例　　7％　（7．4％）

58｛　σ　　　2896　　（27，5％）

　　　　　　　　　　になる。

　また，分布部位から分類してみると，Aは分布

二丁が最も狭く，殆んど郵吝1；に門門しているも

の，BはAよりも浦刈ムく，鐸部から両眼周膿へ

と分布するもの，Cは極めて特有な分布を示すも

ので両頬部に限られている。Dは最：も盤状の高ノ変

なもので，殆んど顔両全体に分布するものであ

るσ

　2エ4症例について分類すれば

A
　リリぬ

b

c

L）

60例

iO8例

14例

32例

28．％ （280％）

50タ6’　（504％♪

7タて；　　　（　6，5タ6）

5％　　（14．9％）

　　ハ恩レ

勅

ハ’唱「（

潔號
　ψ

趣旨
．．＝．、

働粛
　　．ぞ　欄賦
　『＝’

になる。

　なお，発疹型と分布部位との関係をみると，…

般にE型の発疹はA部位に多，く，N型とM型はB

やD都位に多い。また，L型はすべてC部位に隈

っていることは特有である。

　しかも，これら発疹型と部位との関係ぽ後述す

る様に一匹の効：果に募杉響がある。

　　処　　　置

　雀卵斑（そばかず）の美容的な悩みを解消し

て，美容の目的を達する処置としては，その成因

からも明かな様に，ます出来ているものを除去し

てしまい，その後に再発を予防することが絶対に

必要であるG

　1）除去法

　雀卵斑を除去する方法ぱ，その色i素斑を漂白す

るが，腐蝕或は剥離してしまうかである。

　〔漂白）　漂白という雷葉を使うことが妥当でな

いと考えられる揚合もあるがもしれないが，或薬’

温ぱ皮膚に作用して色素の形成を抑制し，同時た

∠k理的に行われる色素の休外排出現象の旋め結果

に於て色素斑の漂白というごとになる場合なども

包含しているのである。

　ます直接に漂白作用を現わすのは過酸化水素を

塗った｛〕，5～ユ0％過拶鍔際ソーダコールドクリー

ムを塗擦したりするのであるが，その効果は軽度

のものを多少薄くする程度であま1）期待がもてな

い。

　しかし，白降封ミ，Hydroquino1ユ1nonobeRzyl－

etherなどを主剤とし元ものは色素形成抑制哲三層

によつて高度のものにもかなり有効である。

　例えば・〔処方〕　白降禾2～5・1クぐ硝酸蒼鈴

θ9．一一
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5，ワゼリン10，叉は（処方）H・M・E5～20｝

水溶性軟曹95～80などの軟曹として塗擦するので

あ㍍
　これ，らの効果は勿論2～3週闇から1箇月を続

げて使用しなければ判然としないし，また，完全

に漂白除表され，るとも限らない。更に皮膚炎を起

して使用に堪えぬ揚合にも遭遇するのである。

　この様に漂白法が充分に目白勺を達しない場合，

また堅急に色素斑の除去を必要とする野合は次の

腐蝕或は野離法が行舜りれるのである。

　〔腐蝕〕腐蝕剤としては一般に酸を使卜するの

がよく，アルカリは寧ろ禁忌である。酸の腐蝕作用

はアルカリに較べて一般に表在性であり，乾1生で

あって都合がよい。就申，三塩化酷酸，一塩化酷

酸，乳酸，石炭酸などで，私は＝普遍30～50％三塩

化醗酸液か，30％石炭酸エーテルを使用し，極微

量を色素斑に塗るのである。この際，特に注意を

要ずるのは，なるべく健康部にはみ顕ぬように少

量を塗り圧：搾空気を送って速かに乾かすようにす

ることと，40才前後のひとや元来色素沈着を起し

易い縛質を認める場合には色素斑よりはむしろ小

範鵬に塗布するi要領が望ましい。さもないと，雀

卵斑は除去されても，その後に肝斑を誘発するこ

とが多いのである。

　色素筑の型から除去処概後の予後を述べてみる

と，E型は無雑作に塗けても充分に効果をみる場

含が多いが，N型は案外色調が薄くても慎：璽に処

置しないと，腐蝕後に再び色素沈着を著召く傾向が

強く，周辺に肝斑を誘発し易い。ま允，L型は禰

丸多い阿に腐蝕剤を塗って，色素斑が除去される

象で蓮同処顕して行けば殆んど再発はなく効果は

よい。M型では勿論それぞれの色素斑について夫

丸の注意がいるが，特に遺伝的な関係が深く，効

泉の挙らぬことが多い。この様な場合には必ず除

去法と漂白法を併用すること力宝肝要である。その

徳，脱離法として剥離膏を使用したり，san4pa㎜

per－abrasion　法や電気分解法などによることが

あるが，これらを応酬しなければならぬ程これに

利点は認められないC

　それゆえ，吾々は多くの例に於て最初に腐蝕法

によって色素斑の除去を行い，大体に除去された

ら次いで漂白法をして，更に除去を図ると共に再

発を予防するのが効果的であると老えている。

　なお，上に述べた様な局処的処冊と同時1亡なる

べく金轡的な処1澱をも併心することが理想でビタ

ミンC200n鳩以上，ビタミンB2副腎皮質ホル

モンなど注解するのである。

　2）予防法

　云うまでもなく雀卵斑の処置としては極めて大

切な部分で，除去後に完全な予防が保たれれば雀

肝斑は全治したと老克てよい位になるわけであ

る。

　予防の：方針はともかくmelanin色素の生成を

抑制するのが主眼であって，それにはます，色素

形成を促進する作用のある紫外線の影響を遮るこ

とと，次に色素形成細胞内での色素形成過程に慎

接に阻止的に働く物質の導入ということである。

　そうして，これら内クトからする乎段は同時にし

ておくごとが大切で，これによって色素斑の再発

を防ぐことができるのである。

　処で，このことを実際には紫外線の作用を可及

的防止する目的にsun－screenとして働くキニー

ネ，エスタリン，葉緑素，ノくラオキシ安趨、香酸，パ

ラオキシ安息香酸エステル，サルテール酸フエニ

ール（ザロール），冬緑油（サルテール酸メチル）

などをクリームやローションの型にして禮接皮膚

に塗るが，これと出時に内面からmelanin色素

形成抑制の手段としてビタミンC，SH基剤（色

素形成に必要なCuを制御すると云うことであ

る），副腎皮質ホルモンなどを注射する。

　　医学的美容法の提唱

　すでに一応除去処置を終えた場合，その後再発

予防を兼ねた後瞭法的な日常の皮膚手入が必要で

ある。医学的美容法と呼んで日頃実行させるが，化

粧についてもいろいろの注意が含まれ，ている。

　昼闇，特に紫外線の多い季節にぱ必ず市販のH

焼け止めクリームか，予防の項に挙げたSUR－SC－

reenとしての成分をクリームに添／J龍たものを

塗って皮膚を保護するのであるが．化粧する場金

にはこれを下地にするのであるつなお，化粧品も

紫外線に対して皮膚を増感するようなものは避け

なけれ，ばならない。例えば，湘性クリーム，オー

デコロン，アルカリ性化粧水など塗っただ1すでH

光に直射されることは絶対にいけない。

　さて，夜聞種外灯にはクレンジングクリームに

て白粉を落し，石鹸で洗顔をしてがら漂白クリー

ムとして5～20％白降乗次硝酸蒼鉛ワゼリン（極く

少量つつを3～4週問総量にして約109を使用し允

一70一
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ら1ヵ月闇休止する）か，20％過酸化醐砂クリー

ムを，まブヒ最近はを0％H：ydroq賢inon　monobe11－

zlether水溶性軟膏を常に塗って睡眠するように

指導するのである。

　また，食物への注意としてビタミンC，ビタミ

ンB2，ニコチン酸など：豊富なものを摂取するよ

う，牛乳，レバー，葉菜，柑橘類などつとめて献

立にもるようするのであるが，これらの薬剤の注

射内服など適肯行わせるととは更に効果的であ

る。

　　むすび
　この処響を実施した結果を総括すると，

　（1）一・1殺に雀頻口斑型（E塑璽）　と黒癒型（L型）

は成績がよく，母斑i型（N型）は：再発し易い。な

お，腐蝕除去法には殆んど副作用はないが，藩麻

疹の素質のある場合には腐蝕部位が発斑様に多少

隆起し，痒みを訴えることがある。

　（2）再発しても再発斑は原発斑に較べて色調が

薄いのが，普通であるが30才位からは多数の雀郭

斑は消失しても後にi数箇の点状肝斑として燐るこ

とがある。

　（3）15才前後のものでは除去後も他の都紘に新

撫することがあるが，再発斑は数園処概していく

に従って20才以後には殆んど阿立たなくなる場齋

が多い。

　（4）この処鍛の金コースが笑施できれば，旋分

に美容の目的を達し，再び醜い汚点に悩むことを歌

少くなる。
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